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私臓しヽみんを子 とう☆薇籍 |[ 加 して とで鼈 しわヽ思い識が

たくされてきま bぬ①骨瘍申でわ…  鰊思 りヽ自臨、はん曇うす

しヽされて した。自オぬちで  を甥 つて、外で自代儡力肝…麟

とでもお際ヽしかつたてす。革慮ムの生溝で機なかなか体 嘩灘

な懸l 場学 起榔歯瘍行 時しヽらいる  Ψ雛 がで部て とでち

よかつたです申             _.… ,、

顆鼈澁 靱瘍用餞

が子 と場供で しかつた雄とは

翻 りd ttyイ ベ>)で す。

虚ず二1砕 イベ,ン ト時は、

ネルダ リングを しま抵́ん, 学年

のR寂違 と行嘗た がおりとで膊

か しかつたです。

ま亀覺ヽ伸 は べた惨議ラ… 肝

かとでも  しかりぬです燿

6等 閲離 さら で 懺ず でた くさ

んの  戦さ営増もヽぬ虎馨、大蠅

な懲暮L出 ができ取鷺J九 。

鶉鼈 頌

誦吻  靱鼈

朦闘つ予

子 どら で・・― 慇慰l曲 は つて t夕 るヽこ,と

も意、嚇難盤山 噌籍 ゥ丸キャンプです。

濁℃お な作つてい布とよ倅准 鍮

で見てとでも 肉が必りました。材料駿

滞か ら℃愈Mの  を作つて伸ぽΨ所で餓

環⑫09聡 も趙つて見  して鶴 所で輪と

でも くて旺ック リじまし盤。  ¶O③

万陶わを つたけど  以上織 かつ

た醸  を べζこ行申で、テ馳…ぽ…絆

ス トサックζ議籍 きよした。S難 盤  で

ア胤 ンチック 緻つ轟な した り、 トサン

が 叩ンしたり難 しすざました : けにP
イス場 ぺ薔こ脅つ電灘犠耀く黎んかもヽて

しヽた し、みん轍で 残るプイスは  無

灘らヽしかつたてす :

拳 ど鼈 暗 じしヽ しヽ出がし
'つ

ぱしヽで暮

議bた。

鵡りがどう憶ざしヽ職した。

鶉蝙鰈

綺魃輻趙

しかつた行  は、

鐵幽  と つ 鬱です。

M翻  鯨お  よ―lrに ヵをおおせて

出 褥場で きヽす。 つ あ鐵、

晰蓄たて靱 闊も鍼す鍮く  協くて、  やねしさんと

した S 鍮 勒た場臨 急りがすとく 椰かつたです。た轟

億鰍 顆 したく らヽなあと も 冬 つたけど、 加 したヽ

し ′ヽち が 》聯ぬ増すゃ         _.‐ i

螂嘔蜻 莉輻鶉汎

か  しか つたの 鐵人民館 でのパ ンが くり

です色 爾鰭 が初 蛉てぺ )を 作 鶴 こ れがで き

たのか  しか つたです。粘ぶ 徹 馳ね鶴よう

な  でバ レ場作 響議 し施。 に食べ たク

リームバ ンが れて もおい L′ な つたです。他

:こ 懸  大会 な と しい行  がや れて られ

しか つみです。ヾ ひ 脚 してみて くだ さ

しヽ 9

鶉儡 鰈 鰤 眸 蘊 鶉

翁澪饉6年 3鯛 91圃  (置 )

争 簾b u慇 都ヽあばん  しかつた思い出機

とンス ンサンタです'。

州のあ金を作聯錐 がずぬ くてとで

も きましぬゥ

ン訊移ラツクに懺備やなこと轟つたけど

あた本時 さ れなでも しかつたで“す。

出んなで戦 避 ♂tた リツ遮や… 卜を

べて れてもしヽしヽ い出ができ識しぬ。

顆儡 涵  蛛靱 輻 吻 鶉 儡 又 餞 鉤 烙靱
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≫ 卜で   とる機…ピープ几レジックは術 つた品とで

す。あり時は  で とで亀 かつぬで宇像

進  ではとでお か く作るれてしヽ鶴為 勒 明は

し識した。 禽鐘 め好きな饉⑩ばかりで した。

Wス レチックでは 手激と馳釉ヽおりましたがみんなで

鬼鍮つはなしたりしました。 卜》レポ リ計が…1 しか

つたです
｀
.

鶉鶉黎 蝠鶉澁颯

瘍儡財 Ⅲ鮨輻餞

私が…  しかつた行 はソフ ト

パ レF―・不…ル大 です。

機地Nの友遺 とも― に 響腎ぎ

て しかつた時す。  は息が含

おなくて書労 したけと、なくされ

してやりr― が いた り点が入

つλ 鑢≧)で も しかつたです。

しなしヽスが・5-ツ も子 とも会で

はて参為薇でいか級 にな りまし

た。呻学 時囃顧  ります。六年

ぬけかとか戦がい1識 した。

盪瘍儡褥 癸瘍珀輻 膨

原灘つテ

魃儡鱚 麒厄蝙

が聯ども会鉤付 彎 塩かつた品と

は今年 絲でやつ九ウリスマス で

す彗

爾はど叩―ツキッ

シオケ場 はました。

ゲ…ムやカ

脚ップを離んなて く 囀.hiデ 鶴ゲ
・―ムはとでも り上がり農した。

i◎ 螺 颯子 ども で胞 《さん瘍 態ヽ翻

|が でき裁 bた 。 幅かつたです。

嚇褥聯部瑕 蒻輻鋏財僻 趣蝙烙聰輻

鰤儡靱

鍼酪魃鰤

が予 ど鶴会鰊行  で  し部つた は、

6年飽 寵.颯 翁マジウ≫
「

ワ≫鍼

ボ¨ り≫ジを しに婚 つた です。

予 越⑮ 雉   襲鋼鰊 躇篭ニタ…で  した ゞ、喉がかか しヽ

た 螺 讚  鰈 ドリンタと 場ことが臨 て とて も良かつた

時す中 はが … り馘グ な した が  よび かつたので、最縄

麒鵡 歳り 鸞 域かつたもま暦動〕を えて つた 基最初 よ び

嚇わよう幅鍮つた時で殺んや りんしヽなと し発ました。

傘螺 齢∫¨ り≫ヴ ぬ と し、も15ず 。

輻盪儡冤

輻欲ク写文 ― シ 財顆

輻儡珈 蘊鰈鼈

予 蠣もな行 わ囀で一 楽 しかつたに

輯、バス レク
｀
です。調圏ナや、バ ン‐―

なしていた疑と鶴めつて、なかなか

加守巻なかつたけぶ、子 ども会のメン

バ…でバス意こ つて、  できなしヽこ

と場たくさん. T鶴 竜とができ亀④

時と<も  しかつたてす。

5月   朦爾撃甦聯熙運動醐

r刃   朦 騨麟挙`と も曲糠 Å陰

8周   人体観測金

11月  ぶお A夕 らゆつこ,息

2罵   諾 り撻≫テ…リン掛

礼螂儡靡



令愧礫律塀周3¶ 圏涙 っ予(ぺ) 45号

ぎお蝙聘挙ども安鸞倉☆
44 ちがっより希∫∫

金
上
地
区
　
会
長
　
宮
‡
　
製
絆
》

今
年
度
も
止
蛙
灘
壼
員
を
導
路
夢
呻
で
朝
撃
ま
し
た
、
宮
本
■
す
「

早
轟
よ
嗜
輛
僣
識
に
な
っ
Ｔ
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Ｔ
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縛
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憾
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ｂ
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Ｔ
憩
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ｂ
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で
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摯
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縣
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ｂ
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